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Ⅴ アウトカム項目

事業所は、横浜市営地下鉄または京浜急行線「上大岡駅」からバスで１５分、「普
門院前」下車徒歩７分ほどの小高い丘の中腹にあり、閑静な新興団地の一角にあり
ます。建物は鉄骨造りの２階建てです。
＜優れている点＞
利用者の日々の状態を介護記録に記載し、短期の介護計画のモニタリングも記載
し、確認をしています。この内容を看護師や医師との情報連携に活用しています。
利用者一人ひとりの観察を行い、その人が今最も必要としていることについてたえ
ず話し合っています。利用者は絵を描く、聞きたい音楽を聞く、見たいテレビ番組
を見るなど、好きなことを自由にしています。食事は宅配を利用していますが、利
用者の状態に応じて、流動食やエンシュア（流動栄養剤）との併用、ムース食など
を工夫して提供しています。配膳のできる利用者はリハビリとして楽しみながら役
割分担しています。利用者に対する声掛けや誘導は笑顔で対応しています。難しい
ことがあっても諦めない、投げ出さないを全職員が心がけ、すぐに話し合いをもっ
て改善しています。
＜工夫点＞
家族への通信（大久保通信）を通じて、利用者の個々の生活を細かく知らせること
で家族の安心感に繋がっています。また、職員に対しては、小さな面談を定期的に
行い職員の種々の思いを把握しようと努めています。

刻み食やムース食、お粥と言った、各入居者に合った食事提供を徹底しています。食
事自体厳しい方は、医師と連携しエンシュアリキッド等の補助食品で補っています。
最後まで食事は口腔摂取が一番と思っています。 評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 ○ 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

○ 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 ツクイ横浜大久保グループホーム

 ユニット名 せせらぎ

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

株式会社フィールズ



ツクイ横浜大久保グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

町内会長、その他町内の方、民生委員
地域包括支援センター職員と参加率が
高い。たくさんの意見や情報をもらう
ことが出来ており、それを日々活かす
ことに努めている。

運営推進会議は２ヶ月に１度開催して
います。会議の話し合いから介護相談
員の来所が実現しています。利用者と
一緒に歩行可能な、事業所周辺マップ
作成について協議しています。夏祭り
の参加や手伝いに関係者が好感を持っ
ています。

市町村担当者との連携はない。近隣の
地域包括支援センターの職員とは協力
関係を築くことができるよう、運営推
進会議への参加のお願いや認知症サ
ポーター講座を通しての交流まどを積
極的に行っている。

認知症サポーターキャラバンメイト
で、市や区、地域包括支援センターと
連携しており、管理者は講演を依頼さ
れています。地域ケアプラザで開催さ
れる自治会福祉部会などには区の職員
が来ています。地域包括支援センター
とは今後協力関係を深める予定です。

運営推進会議には町内会長、民生委員
などの参加あり常にコミュニケーショ
ンをとっている。地域の行事にも利用
者と共に参加している。

散歩の際、近所の人と挨拶を交わして
います。自治会に加入して盆踊りなど
地域の催し物に参加しています。事業
所周辺を利用者と職員で掃除していま
す。来年の町内運動会に誘われ、参加
する予定です。毎月、歌や折り紙など
のボランティア訪問があります。

管理者、計画作成担当者共に認知症
キャラバンメイトとして地域包括セン
ター主催の認知症サポーター講座に参
加している。

理念に沿っています。最後まで食事を
継続していきたいです。

理念はオープニングスタッフで作成し
ています。管理者は入職時のオリエン
テーションで理念を説明しています。
利用者一人ひとりに合ったより良い
サービスを提供するために、職員が話
し合い、ケアのスキルアップを図るよ
う話し合い実践しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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ツクイ横浜大久保グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

契約書に事業所以外、本社、市町村、
都道府県の各相談窓口の電話番号を記
載しており、それについて説明をして
いる。

１日おきに面会に来る家族もいます。
面会の際には、利用者の状況を報告し
て意見や要望を必ず聞いています。家
族への通信（大久保通信）を通じて、
利用者の個々の生活を細かく伝えるこ
とで安心感を持たれています。現在、
苦情や要望は出ていません。

事業所内研修を行い、スタッフに理解
してもらえるように努めている。

入居時にご家族へ説明・同意を頂いた
上での署名・捺印をお願いしていま
す。

本社研修、事業所内研修を定期的に
行っており、それを活かしスタッフは
ケアを行っている。

玄関は開錠していますが、徘徊する利
用者がいるため、１階の出入り口はご
家族に説明の上、閉めています。職員
同士で見守りも徹底しています。作業
中に介助を要請され、一時中断が必要
な時、無意識に発するスピーチロック
に対して、朝礼や申し送りの時を利用
して指導しています。

本社研修、事業所内研修を定期的に
行っており、スタッフには浸透してい
る。管理者は常にスタッフの言動に注
意して適さないケアがあれば、指導し
ている。

株式会社フィールズ



ツクイ横浜大久保グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

認知症実践者研修、リーダー研修に多
数のスタッフを出している。また神奈
川県、横浜市双方のグループホーム連
絡会の会員になっている。

入居時、計画作成担当者はご本人から
必ず要望等を聞いている。その後も最
初は特に密にコミュニケーションと
り、関係づくりに努めている。

無理のないシフト作りを心がけていま
す。

社内研修は定期的に行われている。

職員との話を真摯に受け止め検討の上
反映させられる様努力しています。

管理者は、業務日誌を走り書きを含
め、書きやすく簡略化しています。職
員とは１０分～２０分の簡単な面談を
定期的に行い、種々の思いを把握する
ように努めています。また、休暇を取
得したい時は、変更シフトを３日前ま
でに提出すれば希望を叶えるように改
めています。

株式会社フィールズ



ツクイ横浜大久保グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

家族が同伴であれば、外出などに制限
をしていない。また面会時間も特に制
限していない。

利用者の以前の仕事先の人が訪ねて来
ています。家族、親戚づきあいをする
遠縁の人や友人に、墓参りや馴染みの
美容院へ連れて行ってもらう利用者も
います。以前の行きつけの中華料理店
へ、家族と食事に出掛ける人もいま
す。

グループホームという小規模な特性を
活かしアットホームな雰囲気づくりに
努め、利用者、スタッフ共に笑顔の絶
えないホームを目指している。

家族には面会に来やすいようにオープ
ンな雰囲気づくりを目指している。面
会時にはそれぞれの家族の望む面会場
所の提供などをしている。また本人に
変化や体調不良などあったときには必
ず連絡して報告相談している。

入居時、計画作成担当者はご家族から
必ず要望等を聞いている。その後も最
初は特に密にコミュニケーションと
り、関係づくりに努めている。

入居して、しばらくは細かく様子観察
を行い、どのようなケアが必要か見極
める努力をしている。

株式会社フィールズ



ツクイ横浜大久保グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

入居時、計画作成担当者が聞き取りを
し、書類作成をして常に本人ファイル
に提示してスタッフ全員に周知をして
もらえるよう努めている。

グループホームという小規模な特性を
活かし、１人１人の観察、状況の把握
を日々している。

サービス利用が終了した利用者の家族
がボランティアに定期的に来てくれた
りとよい関係性を保っているケースが
ある。

計画作成担当者を中心に利用者１人１
人のケアについて、定期的に話し合い
を行い、本人本位のケアを目指してい
る。

利用者一人ひとりの観察を行い、今、
最も必要としていることについてたえ
ず話し合っています。利用者は絵を描
いたり、聴きたい音楽を聞いたり、見
たいテレビ番組を見るなど、好きなこ
とを自由にしています。呼び方は本人
の表情や家族から聞いて選んでいま
す。

利用者同士がうまく関係できるように
リビングの席などは定期的にスタッフ
で話し合い適したものにしている。ま
た利用者を細かく様子観察し、利用者
同士よい関係を築くために必要と思わ
れたときにはスタッフが介入してい
る。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

ほとんどの利用者が往診専門のクリ
ニックを利用している。主治医のＤ
ｒ．とは、密にコミュニケーションを
とり往診には必ずスタッフが付き添い
細かく体調の変化などを報告相談して
いる。またクリニックは２４時間コー
ル対応、緊急往診可能となっている。

往診専門のかかりつけ医が隔週で来て
います。また緊急時にも対応していま
す。利用者の希望で外来診療に行く事
もあります。看護師は職員と連携し毎
週１回利用者の状態を看ています。薬
は医師と同行する薬剤師から直接指導
を受けています。

スタッフはケアについて、常に意見を
言い合う雰囲気となっており、計画作
成担当者は出来るかぎり、その意見を
吸い上げ実施するように努めている。
そのため、その時々により生まれる
ニーズに対し対応しやすい。

町内会長、その他町内の方、民生委員
地域包括支援センター職員とのお付き
合いあり。地域の行事などに誘っても
らっている。また、定期的に地域に住
むボランティアの来訪あり。防災訓練
に町内会長、その他町内の方の参加あ
り。

スタッフはケアについて、常に意見を
言い合う雰囲気となっており、計画作
成担当者は出来るかぎり、その意見を
吸い上げ実施するように努めている。
カンファレンスも定期的に行ってい
る。

利用者の日々の状態を介護記録に記載
し、短期の介護計画のモニタリングも
記載し、確認をしています。この内容
を看護師や医師との情報連携に活用し
ています。月に１回定期的にカンファ
レンスを行い、介護計画を作成して家
族の同意を得ています。

介護記録はフォーカスチャートで行い
結果や気付きが表れやすくなってい
る。記録はかなり細かく記入がされて
おり、読めば利用者のの状態が把握で
きるものとなっている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

社内マニュアルに沿って対応していき
ます。

定期的に防災訓練を行っている。１年
に１度、消防署職員をホームに招き指
示に従いながら訓練を行う。そのとき
には町内会長はじめ町内の方々にも参
加してもらっている。

定期的に防災訓練を行っています。今
年は４月と１１月に火災を想定した避
難訓練をしています。１１月には消防
職員や地域の人、自治会長も参加して
います。緊急時は、職員の半数以上が
１０分前後でホームに駆けつけること
が出来ます。

訓練も行い、非常時の食料等
の備品も管理しています。今
後、利用者の重度化に対応し
て想定される最低限の必要品
のリストアップをすることが
期待されます。

入院時には定期的に本人の様子を見に
いき、Ｄｒ．ＮＳから経過を聞き、
ケースワーカーとは家族を含め、今後
の方針などの相談を行っている。

重度化した場合や終末期に向けた方針
は、状態が変わるたび、その都度、Ｄ
ｒ．を含め家族と話し合いを行い、家
族の意向に添い方針を決め、出来るか
ぎりのケアを行っている。

事業所として、多くの看取り経験があ
ります。家族や医師、看護師、職員を
交えて終末期に向けた話し合いを行
い、その意向に沿った支援計画の作成
と寄り添いをしています。

訪問看護ＮＳ訪問時には、必ず最近の
様子などを報告している。また２４時
間コール対応となっている。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

食事は宅配を頼んでいるため一人一人
の好みに添っているとはいえない。準
備や片付けに関しては、「お手伝い」
を楽しみや生きがいにしている利用者
には必ず参加してもらうようにしてい
る。

笑顔で楽しく食事ができるよう、利用
者の状態に応じて、きざみ食やムース
食、エンシュア（流動栄養剤）との併
用など、確実に栄養が取れるよう工夫
して提供しています。配膳のできる利
用者はリハビリを兼ね楽しみながら役
割分担しています。

個別ケアを大切に、利用者一人一人の
ペースを守れるよう努めている。言葉
に出来る利用者に関しては、その都度
希望を聞き取り、出来るかぎり添える
ようにしている。

洋服は選べる利用者は自ら選ぶことが
出来るよう促しを行っている。アクセ
サリーなども持ち込んでもらい、思い
思いのおしゃれを楽しんでいる利用者
もいる。選ぶことのできない利用者に
関しては家族の希望を取り入れ洋服を
選んでいる。また汚れて衣服が汚れて
しまったときには、すぐに着替えの介
助を行い清潔感を大切にしている。

声掛け、対応に関してはスタッフ一人
一人が介護職としての自覚を持ち行っ
ている。時として適さないものや迷う
ようなことがあれば、その場で話し
合ったりカンファレンス時に課題に挙
げたりして、日々向上に努めている。

利用者に対する声掛けや誘導は、笑顔
での対応をしています。難しいことが
あっても諦めない、投げ出さないを全
職員が心掛け、すぐに話し合いをもっ
て改善し支援につなげています。

利用者一人一人を日々細かく観察し、
見えない思いや希望も拾い上げられる
よう努めている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

便秘傾向にある利用者には、オリゴ糖や牛
乳を提供したり水分強化を常に意識をした
りと、いろいろなことを試し本人に合うも
のを常にさがしている。トイレ介助の際に
は腹部マッサージを行ったり、少し長くト
イレに座ってもらったり便秘に対し意識を
もってケアを行っている。それでも解決し
ないときには主治医相談となるが、下剤を
屯用にしてもらうなど、薬に頼りきりにな
らぬよう努めている。

入浴に対して、そのような希望のある
利用者は現在は入居していない。介助
に関しては個々のＡＤＬや体調、プラ
イバシーに考慮したケアを行ってい
る。

週２回は入浴をすすめています、入浴
を嫌う利用者には、シャワー浴だけで
も様子を見ながら支援しています。
じょくそうや皮膚疾患が進まないよ
う、観察や処置も医療機関の指導のも
と併せて行っています。

自立が困難な利用者が増え、
入浴を楽しむことが困難そう
です。また、入浴に対する危
険もあり、浴室の環境を再確
認することが期待されます。

毎食後、全員口腔ケアを実施してい
る。

立位がとれなくなっても、出来るかぎ
りトイレに座っての排泄介助を行って
いる。

生活記録をもとに排泄パターンを把握
して誘導介助の支援を行っています。
便通や排尿の状態がすぐれない利用者
も、生活記録をもとに医療と連携して
改善に積極的に取り組んでいます。

食事量や水分量に関しては徹底して管
理を行い記録に残している。食事量、
水分量が減ってくれば食べやすい形状
にしたり、あらゆる工夫を考え実践し
栄養水分不足とならぬよう努めてい
る。それでも解決しないようであれば
主治医に相談しながら対応を続けてい
く。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

ホーム内でお金を持っている利用者は
いない。基本的に金品の持ち込みはお
断りしている。

１人１人に合った、生活が出来るよう
に支援ができるよう努めている。家事
が好きな利用者には積極的に行っても
らい、役割があることでの自尊心を大
切にしている。

季節、天候がよい日には庭での外気浴
をよく行っている。外出は行事として
企画をたて、ごくたまに行えている。
家族との外出には制限をしていない。

事業所は高台の少し傾斜したところに
あり、ベランダや庭での外気浴が楽し
めます。近隣は坂道が多い為、車椅子
での外出は、主に車を使っています。
友達同士で横浜のマリンタワーなどに
も外出している利用者もいます。

自立した利用者の過ごし方は本人の健康に
害がないかぎり自由に過ごしてもらってい
るので本人のペースで休息をとったり就寝
時間もそれぞれであったりする。介助が必
要な利用者に関しては細かく様子観察し必
要と判断すれば臥床介助を行う。就寝に関
して、あまりにも不眠が続き本人も苦痛を
感じていると判断したときには主治医に相
談し解決できるよう対応している。

薬に関して、入居時や変更等あったと
きには必ず連絡ノートに記載し周知徹
底に努めている。また薬情報書はいつ
でも見ることができるところに保管し
ている。新しい薬のスタート時にはそ
の後は様子観察とし変化があれば報告
記録の徹底をしている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

入居時にご本人、ご家族が望むものは
危険なものを除いて持ち込んでもらっ
ている。また、その後はご本人の状況
や状態に合わせた居室づくりをご本
人、ご家族と話し合いながら行ってい
る。

各居室は職員の手助けのもと、きれい
に整理整頓しています。本人の希望に
あわせて洋服を並べて置いたり、仏壇
を設置したり、思い思いの部屋作りに
なっています。

利用者が迷うことがないよう、それぞ
れの居室に表札をつけたり、トイレの
入り口には大きくトイレと書いた紙を
はったり、目印になるようなものを取
り付けている。

共用空間は常に清潔であるよう掃除を
徹底している。日当たりがとてもよい
ため、日中はカーテンをあけ、明るい
雰囲気になっている。トイレや浴室、
各居室に全て表札をつけ、利用者の混
乱がないようにしている。

陽当りも良く明るく清潔な共用空間に
なっています。折り紙や花の写真など
を各居室の近くの壁やドアに配置し、
落ち着いた雰囲気を醸し出していま
す。また床暖房や空気清浄器、加湿器
等により、快適な共用空間になってい
ます。

車椅子の利用者が増えてきて
います。現状、介助移動の時
は少し手狭に感じられます。
共用空間の有効な活用の工夫
と再確認も期待されます。

リビングは気の合った利用者同士、一
緒に過ごせるように席などに配慮して
いる。共用空間が狭い為、独りになれ
る場所はほとんどない。利用者は独り
になりたいとき自分の居室に帰ってい
る。また介助必要なら、そのように介
助している。

希望により、ホームの電話を使い家族
に電話をしている利用者がいる。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

○ 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 横浜大久保GH

 ユニット名 ひだまり

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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ツクイ横浜大久保グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

理念に沿っています。最後まで食事を
継続していきたいです。

さつき台自治会に加入しています。夏
祭りの準備、盆踊りへ参加させても
らっています。週一回ではあるがク
リーンアップとして周辺をご入居者様
と職員が掃除をしています。

包括支援センター主催による認知症
キャラバンメイトへの参加や入所に関
する相談等も受付けています。

町内会長、その他町内の方、民生委員
地域包括支援センター職員と参加率が
高い。たくさんの意見や情報をもらう
ことが出来ており、それを日々活かす
ことに努めている。

市町村担当者との連携はない。近隣の
地域包括支援センターの職員とは協力
関係を築くことができるよう、運営推
進会議への参加のお願いや認知症サ
ポーター講座を通しての交流まどを積
極的に行っている。
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ツクイ横浜大久保グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

身体拘束により引き起こす弊害を説
明、理解し施錠しない取組みを実践し
ています。

虐待防止に向けての勉強会を設けてい
ます。カンファレンス等で、対応に悩
んでいる職員がいた場合、対応方法を
検討しています。

年間研修計画にて認知症の理解につい
ての研修を実施し、その中で支援方法
でけんり擁護について各職員へ周知徹
底に努めています。

入居時にご家族へ説明・同意を頂いた
上での署名・捺印をお願いしていま
す。

契約書に事業所以外、本社、市町村、
都道府県の各相談窓口の電話番号を記
載しており、それについて説明をして
いる。
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ツクイ横浜大久保グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

職員との話を真摯に受け止め検討の上
反映させられる様努力しています。

無理のないシフト作りを心がけていま
す。

社内研修は定期的に行われている。

認知症実践者研修、リーダー研修に多
数のスタッフを出している。また神奈
川県、横浜市双方のグループホーム連
絡会の会員になっている。

周囲への環境配慮、本人の不安軽減が
できるように傾聴に努め、安心して生
活できるように支援しています。
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ツクイ横浜大久保グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

ご家族・ご本人の主訴を傾聴し心配に
思っている事には、適切に対応し、不
安のない生活を送れるよう努めていま
す。

面談にて必要な支援を一緒に考えてい
きます。入居以外のご希望が出る際に
は、ケアマネや包括等へ繋げられるよ
うな対応をします。

共同生活の言葉通り、職員も同じ食
事・同じ時間を共有している意識を常
に持っていけるように努めています。

ご面会は随時お受けしています。ご本
人の状況をお伝えし、少しでもご家族
との関係をより良いものにしていける
ように努めています。

身体的に外出することが厳しくなって
いるご入居者が増えてきています。ご
家族のご協力を得て馴染みの場所やご
友人の話をしていただいています。
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ツクイ横浜大久保グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

各職員はご利用者同士の間に入り、特
別扱いもせず、孤立もさせないように
良好な関係作りを目指しています。

退去されたご家族も、ボランティアで
来所頂き、楽しい時間を過ごしていた
だいています。

各ご入居者の意向、思いを尊重してい
ます。出来る限りご本人の希望に添え
るよう個別対応を心がけています。

アセスメントによって細かい生活歴の
把握に努めている。また、これまでの
サービス利用時の様子を必要に応じて
家族や事業所に問い合わせています。

各ご入居者が、今、出来る事を個々に
把握しADLの低下防止に努めています。
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ツクイ横浜大久保グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

個別性を重視し、ご本人らしく生活を
送るための支援をご家族の意見、ご本
人の様子をもとにカンファレンス等で
話合い計画を作成しています。

ケア日誌のほかに個別の経過記録を記
入し、一定期間の状態観察を基に個別
のニーズの把握に努め計画に活かして
います。

各ご入居者のニーズを把握し、その
時々に合わせての対応をしていきま
す。連絡ノートを活用し、全員に周知
できるように努めています。

地域清掃に出て、地域の方々と気軽に
挨拶が出来るような環境づくりに努め
ていきます。

ご家族・ご本人の意向を尊重してい
る、要望があれば関係機関との連絡調
整に応じています。
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ツクイ横浜大久保グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

看護師との連携を密にとり、定期的な
健康管理、及び往診医へのアプローチ
を行っています。

ご家族了解のもと、入院時立会い状況
把握に努めています。また定期的に面
会も行っています。

先生からご家族への説明にも同意を得
て同席し、身体機能、病状の経過、変
化について確認しつつ、ご本人が安楽
に過ごせるよう支援を検討していま
す。

応急手当や初期対応を具体的な例で
行っていない。緊急時の対応（連絡）
としては周知しています。

災害に関しては、地域のご協力を頂
き、スムースな非難ができる体制を作
ります。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

各個人を尊重した言葉かけを心がけて
います。

各個人の思いや意思を尊重し、自己決
定できるように促しています。

体調や天候に応じて、ご本人のペース
で過ごせるよう、強制することなく希
望に添った対応を心がけています。

訪問理美容を利用し、ご本人の希望に
よって、カットだけではなくパーマ、
カラーと好みに合わせた整髪に努めて
います。

調理の下準備、盛付け、片付けなど１
人ひとりが出来る能力を見極め支援し
ている。常に職員が傍につき日々の状
態を観察しています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

摂取量などが分かるよう、記録してい
る。栄養状態も体重測定、食欲の確認
で把握している。必要に応じて高カロ
リー食、柔らか食などの利用も行って
います。

毎食後の口腔ケア、各自に合った方法
を取り入れ必要に応じて介助も行って
います。夜間は義歯洗浄も行っても
らってもらいます。

状態に合わせ検討しています。身体機
能を最大限活用し、見守り、一部介
助、促しなど個別にアセスメントを
し、対応しています。状態の変化に応
じて、検討しています。

決まった時間にトイレに座るなど、ご
本人の排泄のリズムを確認しながら対
応していきます。普段から牛乳やオリ
ゴ糖なども検討し、それでもだめな時
には主治医に相談の元、薬を使用して
います。

常に声をかけご本人の希望や意思確認
をしています。衛生面を考え、拒否が
ある場合は時間を変えるなどして対応
しています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

夜間時は、照明を落とす等、安眠を促
しています。日中は各個人のペースに
合わせ休息を取っています。

確実な服薬介助を、確認を行っていま
す。薬が変更または、追加になった時
の状態の変化にも注意を心がけ、連絡
ノート等で情報の共有をしています。
また、薬の情報もすぐに見られるよう
にしています。

生活歴を基に楽しめることをこちらか
ら設定したり、意欲が高まるような声
かけをし、一緒に参加し、楽しめるよ
う職員がリードしています。家事の手
伝いも皆が均等して出来るように職員
が配慮しています。

天候や体調を考慮した上で、近くの公
園に散歩に行っている。ご家族の協力
を得ながらご自宅に帰ったりしていま
す。

基本的にお金、貴重品などは持ち込ま
ないようご家族へお願いしています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

ご本人がご家族に気軽に電話をかけら
れるように支援しています。手紙を書
かれる方はいないが年賀状を書かれる
時には支援をしています。

テーブルやカウンターには、必要最低
限の物品にして乱雑にならないように
心がけています。過度な飾りつけにな
らないように心がけ、季節感を採り入
れていけるようにしていきます。

リビングのソファーやご自分の席で安
心してくつろげるように、その時々で
席を移動したり、周りに気兼ねしない
で過ごせるような環境づくりに努めて
います。

以前から使用していた家具やベットを
持込んでもらい、思い思いに過ごして
頂いています。

細かな説明をせずとも安全に生活が送
れるような環境作りに勤めています。
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事業所名　ツクイ横浜大久保グループホーム

作成日：　平成２８年４月２０日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 52

居心地の良い共用空間づくりについて
車椅子の方が増えてきている為、移動時手狭に
感じている。

限られた共用スペースを有効に使おう。 極力物を置かない、片付ける精神を職員に周知
した。
テーブルの配置を変え、移動時のぶつかり削減
をする。 3ヶ月

2 32

災害対策について
急な災害に対しての備蓄が不十分。
重度者への避難経路の確保。

安心ではなく、平常心を持とう。 備蓄物は賞味期限もあることなので定期的に用
意していく。
重度者の避難を今後の避難訓練時で検討してい
きたい。 12ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

平成27年度
目標達成計画


